
宗
教
法
人
勝
福
寺
規
則

184

勝
福
寺
総
代
会
規
則

187

勝
福
寺
運
営
規
則

188

勝
福
寺
総
代
会

189

歴
代
総
代
一
覧
表

190

勝
福
寺
御
本
尊
御
修
復

194

勝
福
寺
共
同
墓｢

倶
會
一
處｣

200

庫
裏
の
台
所
・
玄
関
改
修
工
事

202

勝
福
寺
年
間
行
事

204

第
八
章

響
流
山
勝
福
寺
の
運
営
並
び
に
維
持
管
理



第
一
章

総
則

（
名
称
）

第
一
條

こ
の
寺
院
は
、
宗
教
法
人
法
に
よ
る
宗
教
法

人
で
あ
っ
て
「
勝
福
寺
」
と
い
う
。

（
事
務
所
の
所
在
地
）

第
二
條

こ
の
宗
教
法
人
（
以
下
「
法
人
」
と
い
う
。
）

の
事
務
所
は
、
大
分
縣
宇
佐
郡
四
日
市
町
大
字
四
日

市
仟
四
百
弐
拾
六
番
地
に
置
く
。

（
包
括
団
体
）

第
三
條

こ
の
法
人
の
包
括
團
体
は
、
宗
教
法
人
「
真

宗
大
谷
派
」
と
す
る
。

（
目
的
）

第
四
條

こ
の
法
人
は
、
そ
の
包
括
團
体
の
規
定
た
る

真
宗
大
谷
派
宗
憲
（
以
下｢

宗
憲｣

と
い
う
。
）
に
よ

り
、
宗
祖
親
鸞
上
人
の
立
教
開
宗
の
本
旨
に
基
づ
い

て
、
教
議
を
ひ
ろ
め
、
儀
式
行
事
を
行
い
、
門
徒
を

教
化
育
成
し
、
社
会
の
教
化
を
図
り
、
そ
の
他
こ
の

寺
院
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
の
、
堂
宇
そ
の
他
の

財
産
の
維
持
管
理
そ
の
他
の
業
務
及
び
事
業
を
運
営

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
公
告
の
方
法
）

第
五
條

こ
の
法
人
の
公
告
は
、
事
務
所
の
掲
示
場
に

十
日
間
掲
示
し
て
行
う
。

第
二
章

役
員
そ
の
他
の
機
関

第
一
節

代
表
役
員
及
び
責
任
役
員

（
代
表
役
員
の
資
格
）

第
六
條

代
表
役
員
は
、
こ
の
寺
院
の
住
職
の
職
に
あ

る
者
を
も
っ
て
充
て
る
。

２

住
職
は
、
宗
憲
に
よ
り
、
藤
谷
姓
を
名
乗
る
男
子

た
る
教
師
に
つ
い
て
、
真
宗
大
谷
派
の
管
長
が
任
命

す
る
。

３

住
職
の
任
命
の
申
請
は
、
総
代
の
同
意
を
得
て
、

住
職
又
は
住
職
代
務
者
が
行
い
、
住
職
及
び
住
職
代

務
者
が
と
も
に
な
い
と
き
は
、
総
代
が
合
議
し
て
行

う
。

（
代
表
役
員
の
職
務
権
限
）

第
七
條

代
表
役
員
は
、
こ
の
法
人
を
代
表
し
、
そ
の

事
務
を
総
理
す
る
。

（
責
任
役
員
の
員
数
）

第
八
條

こ
の
法
人
に
は
、
七
人
の
責
任
役
員
を
置
く
。

（
責
任
役
員
の
資
格
及
び
選
定
）

第
九
條

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
は
、
左
に
掲
げ

る
者
と
す
る
。

一

こ
の
寺
院
に
僧
籍
を
有
す
る
者
の
う
ち
か
ら
代

表
役
員
が
総
代
の
同
意
を
得
て
選
定
し
た
者
三
人

二

総
代
が
選
定
し
た
者
三
人

２

前
項
第
一
号
の
規
定
に
よ
っ
て
責
任
役
員
を
選
定

す
る
場
合
に
お
い
て
、
こ
の
寺
院
に
僧
籍
を
有
す
る

者
が
な
い
と
き
、
又
は
そ
の
僧
籍
を
有
す
る
者
の
う

ち
か
ら
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、
代
表

役
員
は
、
総
代
の
同
意
を
得
て
、
他
の
者
の
う
ち
か

ら
こ
れ
を
選
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
責
任
役
員
の
任
期
）
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宗
教
法
人
「
勝
福
寺
」
規
則

昭
和
二
十
七
年
施
行

勝
福
寺
の
運
営
は
、基
本
的
に
は
、江
戸
時

代
か
ら
続
く
寺
と
門
徒
と
の
信
頼
関
係
に
基
づ

き
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
昔
か
ら
あ
る

寺
院
に
共
通
し
た
こ
と
で
す
。

た
だ
、
そ
の
信
頼
関
係
を
悪
用
し
た
り
逸
脱

し
た
り
す
る
こ
と
が
な
い
よ
う
に
、｢
宗
教
法
人

勝
福
寺
規
則｣

が
つ
く
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の｢

宗
教
法
人
勝
福
寺
規
則｣

は
戦
後
、新

憲
法
の
下
、｢

宗
教
法
人
法｣

に
基
づ
き
義
務
づ

け
ら
れ
た
も
の
で
、真
宗
大
谷
派
が
作
製
し
た

見
本
を
基
に
し
て
つ
く
ら
れ
て
い
ま
す
。そ
れ
を

国
（
具
体
的
に
は
県
）
と
、包
括
団
体
で
あ
る

｢

真
宗
大
谷
派｣

に
届
け
出
、承
認
を
受
け
る
こ

と
で
、勝
福
寺
が｢

宗
教
法
人｣

の
資
格
を
得
て

い
る
わ
け
で
す
。

そ
う
し
た｢

宗
教
法
人
勝
福
寺
規
則｣

と
は

別
に
、勝
福
寺
に
は｢

総
代
会
規
則｣

が
あ
り
ま

し
た
。お
寺
と
ご
門
徒
を
繋
ぐ
総
代
の
役
割
を

規
定
し
た
も
の
で
す
。

し
か
し
、そ
れ
で
は
お
寺
の
運
営
に
関
す
る
も

の
が
足
り
な
い
と
い
う
こ
と
で
、今
回
の
御
遠
忌

を
機
に
、｢

響
流
山
勝
福
寺
運
営
規
則｣

を
つ
く

り
ま
し
た
。

今
後
は
、｢

宗
教
法
人
勝
福
寺
規
則｣

を
守
り

な
が
ら｢

響
流
山
勝
福
寺
運
営
規
則｣

に
従
っ
て
、

勝
福
寺
を
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

寺
の
運
営



第
十
條

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
の
任
期
は
、
三

年
と
す
る
。
但
し
再
任
を
妨
げ
な
い
。

２

補
欠
責
任
役
員
の
任
期
は
、
前
任
者
の
残
任
期
間

と
す
る
。

３

後
任
責
任
役
員
は
、
現
任
者
の
任
期
満
了
一
月
前

ま
で
に
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

第
二
節

代
務
者

（
代
表
役
員
代
務
者
）

第
十
一
條

代
表
役
員
が
左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る

と
き
は
、
代
表
役
員
代
務
者
を
置
き
、
こ
の
寺
院
住

職
代
務
者
の
職
に
あ
る
者
を
も
っ
て
こ
れ
に
充
て
る
。

一

死
亡
そ
の
他
の
事
由
に
因
っ
て
欠
け
た
場
合
に

お
い
て
、
す
み
や
か
に
そ
の
後
任
者
を
選
ぶ
こ
と

が
で
き
な
い
と
き
。

二

病
気
そ
の
他
の
事
由
に
因
っ
て
三
月
以
上
そ
の

職
務
を
行
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
。

２

住
職
代
務
者
は
、
宗
憲
に
よ
り
、
教
師
に
つ
い
て
、

管
長
が
任
命
す
る
。

３

住
職
代
務
者
の
任
命
の
申
請
は
、
総
代
の
同
意
を

得
て
、
住
職
が
行
い
、
住
職
が
な
い
と
き
は
、
総
代

が
合
議
し
て
行
う
。

４

住
職
代
務
者
の
任
期
は
、
三
年
と
す
る
。
但
し
、

再
任
を
妨
げ
な
い
。

（
責
任
役
員
代
務
者
）

第
十
二
條

代
表
役
員
以
外
の
責
任
役
員
が
前
條
第
一

項
各
号
の
一
に
該
当
す
る
と
き
は
、
責
任
役
員
代
務

者
を
置
き
、
他
の
責
任
役
員
及
び
総
代
の
同
意
を
得

て
、
代
表
役
員
が
選
定
す
る
。

（
職
務
権
限
及
び
退
任
）

第
十
三
條

代
務
者
は
、
代
表
役
員
又
は
責
任
役
員
に

代
っ
て
そ
の
職
務
権
限
の
全
部
を
行
う
。

２

代
務
者
は
、
そ
の
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
由

が
な
く
な
っ
た
と
き
は
、
当
然
退
任
す
る
も
の
と
す

る
。

第
三
節

仮
代
表
役
員
及
び
仮
責
任
役
員

（
仮
代
表
役
員
）

第
十
四
條

代
表
役
員
は
、
こ
の
法
人
と
利
益
が
相
反

す
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
代
表
権
を
有
し
な
い
。
こ

の
場
合
に
お
い
て
は
、
仮
代
表
役
員
を
置
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

２

仮
代
表
役
員
は
、
他
の
責
任
役
員
及
び
総
代
の
合

議
に
よ
っ
て
選
定
す
る
。

３

前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

こ
の
寺
院
を
管
轄
す
る
教
務
所
長
を
も
っ
て
充
て
る
。

（
仮
責
任
役
員
）

第
十
五
條

責
任
役
員
は
、
そ
の
責
任
役
員
と
特
別
の

利
害
関
係
が
あ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
議
決
権
を
有

し
な
い
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
は
、
仮
責
任
役
員
を

置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

仮
責
任
役
員
は
、
他
の
責
任
役
員
及
び
総
代
の
合

議
に
よ
っ
て
選
定
す
る
。

第
四
節

総
代

（
員
数
、
資
格
、
選
定
及
び
任
期
）

第
十
六
條

こ
の
寺
院
に
は
、
五
人
の
総
代
を
置
く
。

２

総
代
は
、
こ
の
寺
院
の
檀
徒
及
び
信
徒
で
、
衆
望

の
帰
す
る
も
の
の
う
ち
か
ら
選
定
す
る
。

３

第
十
條
の
規
定
は
、
総
代
に
準
用
す
る
。

（
職
務
権
限
）

第
十
七
條

総
代
は
、
責
任
役
員
に
協
力
し
て
、
こ
の

寺
院
の
興
隆
に
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

総
代
は
こ
の
寺
院
の
業
務
に
つ
い
て
、
勧
告
及
び

助
言
を
す
る
事
が
で
き
る
。

（
同
意
を
要
す
る
事
項
）

第
十
八
條

左
に
掲
げ
る
事
項
に
つ
い
て
は
、
あ
ら
か

じ
め
総
代
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
但
し
、

緊
急
の
必
要
に
基
く
も
の
で
あ
り
、
又
は
軽
微
の
も

の
で
あ
る
場
合
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
事
項
が
一
年

以
内
の
期
間
に
係
る
も
の
で
あ
る
場
合
は
、
こ
の
限

り
で
な
い
。

一

借
入
及
び
臨
時
の
融
通

二

主
要
建
物
の
新
築
、
改
築
、
増
築
、
移
築
、
除

却
及
び
著
し
い
模
様
替

三

土
地
の
著
し
い
模
様
替

四

主
要
な
境
内
建
物
及
び
境
内
地
の
用
途
の
変
更

並
び
に
こ
の
法
人
の
目
的
以
外
の
使
用

（
欠
格
）

第
十
九
條

左
の
各
号
の
一
に
該
当
す
る
者
は
、
総
代

と
な
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

一

未
成
年
者

二

禁
治
産
者
及
び
準
禁
治
産
者

三

禁
錮
以
上
の
刑
に
処
せ
ら
れ
、
そ
の
執
行
を
終

る
ま
で
、
叉
は
執
行
を
受
け
る
こ
と
が
な
く
な
る

ま
で
の
者

第
三
章

財
務

（
宗
費
の
負
担
）

第
二
十
條

こ
の
法
人
は
、
宗
憲
そ
の
他
の
規
則
で
定

め
る
と
こ
ろ
に
よ
り
、
宗
費
を
納
付
す
る
義
務
を
負

う
。

（
財
産
の
種
別
）
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第
二
十
一
條

こ
の
法
人
の
財
産
は
特
別
財
産
、
基
本

財
産
及
び
普
通
財
産
と
す
る
。

（
特
別
財
産
）

第
二
十
二
條

特
別
財
産
は
、
総
代
の
同
意
を
得
て
法

宝
物
叉
は
宝
物
と
し
て
設
定
し
た
財
産
と
す
る
。

２

特
別
財
産
は
処
分
し
、
叉
は
担
保
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
な
い
。
但
し
、
総
代
の
同
意
を
得
て
、
管
長

の
承
認
を
受
け
た
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

（
基
本
財
産
）

第
二
十
三
條

基
本
財
産
は
、
不
動
産
、
有
価
証
券
、

現
金
及
び
預
金
に
つ
い
て
、
総
代
の
同
意
を
得
て
設

定
し
た
財
産
と
す
る
。

２

基
本
財
産
た
る
現
金
は
、
有
価
証
券
に
替
え
、
叉

は
信
託
に
し
、
若
し
く
は
信
用
の
あ
る
銀
行
等
に
預

け
て
、
保
管
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

３

基
本
財
産
を
貸
し
付
け
、
交
換
し
、
売
り
払
い
、

譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
出
資
の
目
的
と
し
、
叉
は
こ

れ
に
こ
の
法
人
以
外
の
私
権
を
設
定
し
よ
う
と
す
る

と
き
は
、
総
代
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

但
し
こ
れ
を
交
換
し
、
売
り
払
い
、
譲
り
渡
し
、
叉

は
担
保
に
供
し
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、
更

に
管
長
の
承
認
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
普
通
財
産
）

第
二
十
四
條

普
通
財
産
は
、
特
別
財
産
及
び
基
本
財

産
以
外
の
財
産
、
基
本
財
産
か
ら
生
ず
る
果
実
並
び

に
一
般
の
収
入
と
す
る
。

２

普
通
財
産
た
る
不
動
産
を
貸
し
付
け
、
交
換
し
、

売
り
払
い
、
譲
り
渡
し
、
若
し
く
は
出
資
の
目
的
と

し
、
叉
は
こ
れ
に
こ
の
法
人
以
外
の
私
権
を
設
定
し

よ
う
と
す
る
と
き
は
、
総
代
の
同
意
を
得
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

（
保
証
の
禁
止
）

第
二
十
五
條

こ
の
法
人
は
、
保
証
す
る
こ
と
が
で
き

な
い
。

（
経
費
）

第
二
十
六
條

こ
の
法
人
の
経
費
は
、
門
徒
の
義
務
金

及
寄
付
金
そ
の
他
普
通
財
産
た
る
収
入
を
も
っ
て
支

弁
す
る
。

（
予
算
の
編
成
）

第
二
十
七
條

こ
の
法
人
の
歳
入
及
び
歳
出
は
、
毎
会

計
年
度
予
算
を
も
っ
て
定
め
る
。

２

予
算
は
、
す
べ
て
の
収
入
を
歳
入
と
し
、
す
べ
て

の
支
出
を
歳
出
と
し
て
、
毎
会
計
年
度
開
始
一
月
前

ま
で
に
編
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
予
算
の
区
分
）

第
二
十
八
條

予
算
は
、
経
常
及
び
臨
時
の
二
部
に
分

け
る
。

２

特
別
の
法
要
、
著
し
い
営
繕
そ
の
他
臨
時
の
経
費

は
、
臨
時
部
に
計
上
す
る
。

（
追
加
予
算
及
び
更
生
予
算
）

第
二
十
九
條

や
む
を
得
え
な
い
と
き
は
、
追
加
予
算

を
編
成
し
、
叉
は
予
算
の
更
生
を
行
う
こ
と
が
で
き

る
。

（
特
別
会
計
の
設
定
）

第
三
十
條

特
別
の
必
要
が
あ
る
と
き
は
、
総
代
の
同

意
を
得
て
特
別
会
計
を
設
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
決
算
の
作
成
）

第
三
十
一
條

決
算
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
、
す
み

や
か
に
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
歳
計
剰
余
金
の
処
置
）

第
三
十
二
條

歳
計
に
剰
余
を
生
じ
た
と
き
は
、
翌
年

度
の
歳
入
に
繰
り
入
れ
、
叉
は
特
別
会
計
の
収
入
に

充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
会
計
年
度
）

第
三
十
三
條

こ
の
法
人
の
会
計
年
度
は
、
毎
年
四
月

一
日
に
始
ま
り
、
翌
三
月
三
十
一
日
に
終
わ
る
も
の

と
す
る
。

第
四
章

財
産
目
録
そ
の
他
の
備
付
表
簿

（
財
産
目
録
の
作
成
）

第
三
十
四
條

こ
の
法
人
は
、
毎
会
計
年
度
終
了
後
三

月
以
内
に
、
財
産
目
録
を
作
成
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

（
備
付
表
簿
）

第
三
十
五
條

こ
の
法
人
の
事
務
所
に
は
、
常
に
左
に

掲
げ
る
書
類
及
び
帳
簿
を
備
え
、
こ
れ
ら
を
整
備
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

規
則
及
び
認
証
書

二

役
員
名
簿

三

僧
籍
名
簿

四

総
代
名
簿

五

門
徒
名
簿

六

寺
族
名
簿

七

財
産
目
録

八

責
任
役
員
及
び
総
代
会
議
の
議
事
録
並
び
に
事

務
処
理
簿

九

過
去
帳

十

由
緒
沿
革
を
示
す
書
類

十
一

そ
の
他
重
要
事
項
の
記
録

第
五
章

補
則

（
規
則
の
変
更
の
手
続
）
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第
三
十
六
條

こ
の
規
則
を
変
更
し
よ
う
と
す
る
と
き

は
、
責
任
役
員
の
定
数
の
全
員
及
び
総
代
の
同
意
を

得
て
、
管
長
の
承
認
及
び
、
大
分
県
知
事
の
認
証
を

受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
第
二
條
、
第
三
條
叉
は

第
三
十
七
條
の
規
定
の
変
更
に
つ
い
て
は
、
更
に
門

徒
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
る
も
の
と
す
る
。

（
合
併
及
び
解
散
の
手
続
）

第
三
十
七
條

こ
の
法
人
が
合
併
し
、
叉
は
解
散
し
よ

う
と
す
る
と
き
は
、
責
任
役
員
の
定
数
の
全
員
及
び

総
代
並
び
に
門
徒
の
三
分
の
二
以
上
の
同
意
を
得
て
、

管
長
の
承
認
及
び
大
分
県
知
事
の
認
証
を
受
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

（
清
算
人
）

第
三
十
八
條

こ
の
法
人
が
解
散
し
た
と
き
は
、
代
表

役
員
叉
は
そ
の
代
表
者
が
清
算
人
と
な
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

清
算
人
は
、
総
代
の
意
見
を
聞
い
て
、
責
任
役
員
が

選
定
す
る
。

（
残
余
財
産
の
帰
属
）

第
三
十
九
條

こ
の
法
人
が
解
散
し
た
と
き
は
、
そ
の

残
余
財
産
は
、
解
散
当
時
の
住
職
に
帰
属
す
る
。

２

前
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

清
算
人
は
、
総
代
の
同
意
を
得
て
、
藤
谷
姓
を
名
乗

る
解
散
直
前
の
住
職
の
遺
産
継
承
者
に
、
そ
の
財
産

を
公
平
に
分
配
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

三

前
二
項
の
規
定
に
よ
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
き
は
、

清
算
人
は
、
総
代
の
同
意
を
得
て
、
真
宗
大
谷
派
叉

は
真
宗
大
谷
派
に
包
括
さ
れ
る
宗
教
團
体
叉
は
公
益

事
業
の
た
め
に
、
そ
の
財
産
を
処
分
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

四

第
一
項
及
び
第
二
項
の
住
職
に
は
、
兼
務
住
職
及

び
住
職
代
務
者
は
含
ま
れ
な
い
も
の
と
す
る
。

（
宗
憲
及
び
真
宗
大
谷
派
規
則
の
効
力
）

第
四
十
條

宗
憲
及
び
真
宗
大
谷
派
規
則
中
こ
の
法
人

に
関
係
が
あ
る
事
項
に
関
す
る
規
定
は
、
こ
の
法
人

に
つ
い
て
も
、
そ
の
効
力
を
有
す
る
。

（
施
行
細
則
）

第
四
十
一
條

こ
の
規
則
の
施
行
に
関
す
る
細
則
は
、

総
代
の
同
意
を
得
て
定
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

付
則

一

こ
の
規
則
は
、
設
定
の
登
記
を
し
た
日
か
ら
施
行

す
る
。

二

こ
の
規
則
施
行
当
初
の
代
表
役
員
は
、
勝
福
寺
住

職
・
藤
谷
弘
道
と
し
、
そ
の
他
の
責
任
役
員
は
、
矢

頭
鹿
蔵
、
渡
辺
敏
二
、
渡
来
須
恵
雄
、
枝
光
浅
蔵
、

及
び
山
本
武
夫
と
す
る
。

第
一
条

各
地
区
の
門
信
徒
の
お
世
話
や
、
お
寺
の
お

世
話
を
す
る
人
を
も
っ
て
、
勝
福
寺
の
総
代
と
す
る
。

第
二
条

総
代
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任

す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、

す
み
や
か
に
そ
の
地
区
で
話
し
合
い
、
後
任
を
選
ん

で
、
住
職
、
会
長
に
届
け
出
る
。

第
三
条

総
代
は
「
勝
福
寺
総
代
会
」
に
出
席
し
て
、

勝
福
寺
の
法
要
・
教
化
・
維
持
運
営
・
募
財
等
に
つ

い
て
話
し
合
い
、
決
定
す
る
。

第
四
条

総
代
は
門
信
徒
の
代
表
と
し
て
、
地
区
の
意

見
を
、
総
代
会
等
の
場
で
発
表
す
る
。

第
五
条

総
代
は
お
寺
の
代
表
と
し
て
、
総
代
会
等
で

決
ま
っ
た
こ
と
を
、
地
区
の
人
々
に
伝
え
る
。

第
六
条

勝
福
寺
総
代
会
の
中
に
、
会
員
の
互
選
に
よ
っ

て
、
次
の
役
員
を
置
く
。

①

会
長

一
名

②

副
会
長

二
名

③

事
務
局
長

一
名

④

会
計

二
名

⑤

常
任
委
員

五
名

第
七
条

第
六
条
に
定
め
た
役
員
十
一
名
を
も
っ
て
、

常
任
委
員
会
を
結
成
す
る
。

第
八
条

常
任
委
員
会
は
、
住
職
と
力
を
合
わ
せ
て
、

法
要
等
の
寺
務
運
営
に
当
た
る
。

第
九
条

総
代
お
よ
び
顧
問
の
中
よ
り
「
宗
教
法
人
勝

福
寺
」
の
「
総
代
」
（
五
名
）
と
「
責
任
役
員
」

（
六
名
）
を
選
任
し
、
本
山
に
届
け
出
る
。

第
十
条

第
六
条
、
並
び
に
第
九
条
に
定
め
た
役
員
の

任
期
は
三
年
と
す
る
。

第
十
一
条

総
代
会
の
承
認
を
得
て
、
本
会
に
顧
問
を

置
く
こ
と
が
で
き
る
。

（
附
則
）

本
規
則
は
、
総
代
会
の
承
認
を
得
て
、
平
成
十
年
九
月

十
一
日
よ
り
施
行
す
る
。

本
規
則
は
、
総
代
会
の
承
認
を
得
て
、
平
成
二
十
五
年

十
月
十
日
よ
り
施
行
す
る
。
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第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

響
流
山
勝
福
寺
（
以
下
「
勝
福
寺
」
と
い
う
。
）

に
集
う
門
信
徒
に
と
っ
て
勝
福
寺
が
同
朋
社
会
実
現

の
た
め
の
僧
伽
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
法
要

及
び
教
化
事
業
に
関
す
る
運
営
規
則
を
定
め
る
。

（
業
務
）

第
二
条

勝
福
寺
は
前
条
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、

次
に
掲
げ
る
業
務
を
行
う
。

（
一
）
法
要

①
報
恩
講

②
春
季
彼
岸
会
並
び
に
降
誕
会
法
要

③
秋
季
彼
岸
会
並
び
に
永
代
経
法
要

（
二
）
教
化
事
業

①
仏
教
婦
人
会
「
か
は
づ
の
会
」

②
た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
会

③
勝
福
寺
寺
報
「
ひ
び
き
」
発
行

④
研
修
事
業
…
…
御
名
を
聞
く
会
・
は
じ
め

の
一
歩
・
研
修
旅
行

な
ど

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

第
二
章

組
織

（
総
代
）

第
三
条

各
地
区
の
門
信
徒
の
お
世
話
や
、
お
寺
の
お

世
話
を
す
る
人
を
も
っ
て
、
勝
福
寺
の
総
代
と
す
る
。

二

総
代
の
任
期
は
三
年
と
す
る
。
た
だ
し
再
任
す
る

こ
と
を
妨
げ
な
い
。
任
期
が
満
了
し
た
と
き
は
、
す

み
や
か
に
そ
の
地
区
で
話
し
合
い
、
住
職
、
会
長
に

届
け
る
。

三

総
代
は
門
信
徒
の
代
表
と
し
て
、
地
区
の
意
見
を

総
代
会
等
の
場
で
発
表
す
る
と
と
も
に
、
お
寺
の
代

表
と
し
て
、
総
代
会
等
で
決
ま
っ
た
こ
と
を
、
地
区

の
門
信
徒
に
伝
え
る
。

（
総
代
会
）

第
四
条

総
代
会
は
、
議
決
機
関
と
し
て
、
勝
福
寺
の

事
業
計
画
及
び
予
算
・
決
算
、
並
び
に
、
そ
の
他
の

重
要
事
項
に
つ
い
て
審
議
す
る
。

二

総
代
会
は
、
会
長
が
招
集
す
る
。

三

総
代
会
は
、
総
代
の
過
半
数
の
出
席
に
よ
り
成
立

し
、
出
席
者
の
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り
決
定
す
る
。

（
役
員
）

第
五
条

総
代
会
の
中
に
、
会
員
の
互
選
に
よ
っ
て
、

次
の
役
員
を
置
く
。

①
会
長

一
名

②
副
会
長

二
名

③
事
務
局
長

一
名

④
会
計

二
名

⑤
常
任
委
員

五
名

（
常
任
委
員
会
）

第
六
条

第
五
条
に
定
め
た
役
員
十
一
名
を
も
っ
て
、

常
任
委
員
会
を
結
成
す
る
。

二

常
任
委
員
会
は
、
住
職
と
力
を
合
わ
せ
て
、
法
要

等
の
寺
務
運
営
に
当
た
る
。

（
「
宗
教
法
人
勝
福
寺
」
の
役
員
）

第
七
条

総
代
の
中
よ
り
「
宗
教
法
人
勝
福
寺
」
の
総

代
（
五
名
）
と
責
任
役
員
（
六
名
）
を
選
任
し
、
本

山
に
届
け
る
。

（
役
員
の
任
期
）

第
八
条

第
五
条
及
び
第
七
条
に
定
め
た
役
員
の
任
期

は
三
年
と
す
る
。

（
教
化
委
員
会
）

第
九
条

第
二
条
第
二
項
の
「
教
化
事
業
」
を
行
う
た

め
に
、
勝
福
寺
に
教
化
委
員
会
を
設
置
す
る
。

二

教
化
委
員
会
の
下
に
次
の
活
動
組
織
を
置
く
。

①
仏
教
婦
人
会
「
か
は
づ
の
会
」

②
た
ん
ぽ
ぽ
子
ど
も
会

③
「
ひ
び
き
」
編
集
委
員
会

三

教
化
委
員
会
は
上
記
活
動
組
織
の
代
表
、
並
び
に

総
代
会
代
表
、
並
び
に
住
職
及
び
坊
守
で
構
成
す
る
。

第
三
章

会
計

（
会
計
年
度
）

第
十
条

会
計
年
度
は
7
月
1
日
か
ら
翌
年
の
6
月
30

日
ま
で
と
す
る
。

（
法
要
会
計
）

第
十
一
条

本
会
計
は
「
法
要
会
計
」
と
し
、
年
度
毎

に
予
算
及
び
決
算
を
作
成
し
、
総
代
会
に
お
い
て
承

認
を
受
け
る
。

二

本
会
計
が
対
象
と
す
る
収
入
及
び
支
出
は
、
次
の

通
り
と
す
る
。

①
収
入
は
、
報
恩
講
、
春
季
彼
岸
会
法
要
、
秋
季
彼

岸
会
法
要
に
お
け
る
ご
法
礼
及
び
本
山
納
金
並
び

に
お
賽
銭
と
す
る
。
た
だ
し
、
門
徒
よ
り
布
施
さ

れ
た
「
本
山
納
金
」
は
、
す
べ
て
本
山
、
教
区
、

組
、
別
院
へ
の
納
金
に
充
当
す
る
も
の
と
す
る
。
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②
支
出
は
、
第
二
条
の
業
務
に
必
要
な
経
費
と
す
る
。

（
勝
福
寺
営
繕
特
別
会
計
）

第
十
二
条

法
要
会
計
に
つ
い
て
は
、
年
度
毎
に
決
算

し
、
残
金
が
出
た
場
合
は
「
勝
福
寺
営
繕
特
別
会
計
」

に
繰
り
入
れ
、
必
要
に
応
じ
て
総
代
会
の
同
意
を
得

て
営
繕
の
た
め
に
充
当
す
る
。

（
附
則
）

本
規
則
は
、
総
代
会
の
承
認
を
得
て
、
令
和
元
年
9
月

12
日
よ
り
施
行
す
る
。

｢

勝
福
寺
総
代
会
規
則｣

並
び
に｢

勝
福
寺
運
営
規
則｣

に
明
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
お
寺
と
ご
門
徒
を
繋
ぐ

の
が｢

勝
福
寺
総
代
会｣

で
す
。
毎
年
九
月
に
総
代
会
を

開
き
、
前
年
度
の
活
動
報
告
を
行
い
、
引
き
続
い
て
新

年
度
の
活
動
計
画
を
審
議
し
ま
す
。

総
代
会
は
、
門
徒
の
代
表
と
し
て
総
代
が
、
地
区
の

意
見
や
考
え
を
発
表
す
る
と
い
う
大
切
な
役
割
を
も
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
構
成
は
十
一
人
の
役
員
（
会
長
、
副

会
長
、
事
務
局
長
、
会
計
、
常
任
委
員
）
と
各
地
区
の

お
世
話
を
す
る
総
代
と
婦
人
会
の
役
員
で
構
成
さ
れ
て

い
て
、
令
和
元
年
十
月
の
段
階
で
は
二
十
七
名
で
構
成

さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
必
要
に
応
じ
て
臨
時
の
総
代
会
が
開
か
れ
る

と
と
も
に
、
案
件
に
よ
っ
て
は
特
別
委
員
会
が
設
置
さ

れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
御
遠
忌
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
二
十
八

年
度
の
通
常
総
代
会
で
、
勝
福
寺
に
お
い
て
も
「
宗
祖

親
鸞
聖
人
七
百
五
十
回
御
遠
忌
」
を
厳
修
す
る
こ
と
を

決
定
し
、
一
年
間
の
話
し
合
い
を
経
て
、
平
成
二
十
九

年
度
の
通
常
総
代
会
で｢

御
遠
忌
委
員
会｣

が
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
平
成
三
十
一
年
四
月
に
開
催
さ
れ

た
臨
時
総
代
会
で
、
響
流
山
勝
福
寺

宗
祖
親
鸞
聖
人

七
百
五
十
回
御
遠
忌
・
計
画
案
並
び
に
予
算
案
が
承
認

さ
れ
ま
し
た
。

勝
福
寺
の
運
営
は
、
総
代
会
の
中
に
設
け
ら
れ
た
常

任
委
員
会
が
行
っ
て
い
ま
す
。
常
任
委
員
会
は
、
会
長
、

副
会
長
、
事
務
局
長
、
会
計
、
常
任
委
員
の
十
一
名
で

構
成
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
十
一
名
が
法
要
の
準
備
や
、

法
要
に
お
け
る
会
計
事
務
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

ま
た
総
代
会
に
先
立
っ
て
、
総
代
会
の
議
案
を
検
討

し
、
総
代
会
に
提
案
し
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
、
宗
教
法
人
勝
福
寺
の｢

責
任
役
員｣

（
六

名
）
と｢

総
代｣

（
五
名
）
に
就
任
し
て
も
ら
っ
て
い
ま

す
。
（
任
期
三
年
）
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勝

福

寺

総

代

会

常

任

委

員

会

平成31（2019）年4月16日 臨時総代会

法要における会計事務



平成元年

(1989)

平成6年

(1994)

平成10年

( 1998 )

平成1 1年

(1999)

会　長向野　一一渡辺　信雄外園　章外園　章

副会長渡辺　信雄外園　章中園　静雄中園　静雄

副会長佐々木　孝司佐々木　孝司

会　計中園　静雄中園　静雄渡辺　正綱渡辺　正綱

会　計峯　   聲峯   　聲河野　尚之河野　尚之

事務局長佐々木　孝司佐々木　孝司吉松　忠徳吉松　忠徳

書  紀山本　裕敬山本　裕敬

常任委員渡辺　文生藤本　千之藤本　千之藤本　千之

常任委員矢野　矢大迫　国光矢次　慶吾矢次　慶吾

常任委員大迫　国光尾山　政夫麻生　史紀向野　茂

常任委員外園　章渡辺　元義向野　茂麻生　史紀

常任委員畑迫正一・藤本千之山本　裕敬

常任委員山本裕敬・尾山政夫

上町（信）渡辺　信雄渡辺　信雄渡辺　ミツル渡辺　ミツル

渡辺　文生渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱

小菊町前田　隆三落合　ヤス子落合　ヤス子

新町幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ

東新町渡辺　孝子渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純

〃大迫　国光大迫　国光大迫　国光大迫　国光

〃

横町・蛭子町中園　静雄中園　静雄中園　静雄中園　静雄

本町・西本町外園　正久外園　正久外園　正久

寺山麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀

常徳外園　淳外園　淳外園　ミツエ外園　ミツエ

〃渡辺　元義渡辺　元義河野　正巳河野　正巳

〃中園　武中園　武義中園　武義

〃

中原矢次　重義矢次　重義矢次　慶吾矢次　慶吾

〃藤本　千之藤本　千之藤本　千之藤本　千之

大塚吉松　君子吉松　君子吉松　君子吉松　君子

〃畑迫　正一渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利

山本佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司

〃小川　春海小川　春海小川　春海小川　春海

〃山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬

吉松枌　一民枌　一民枌　一民枌　一民

深水奥永　始奥永　始奥永　修奥永　修

新洞向野　一一向野　茂向野　茂向野　茂

沖権藤　顕権藤　顕権藤　哲彦権藤　哲彦

小坂川面　武雄川面　一男川面　田守川面　田守

野尻石川　十三男石川　十三男石川　陽一石川　陽一

副河野　尚之河野　尚之河野　尚之河野　尚之

〃尾山　政夫尾山　政夫尾山　政夫尾山　政夫

中津渡辺　正民渡辺　正民渡辺　正民
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平成1 2年
(2 000  )

平成1 3年
(20 01 )

平成1 4年
(2 002 )

平成1 5年
(2 003 )

平成16年
(2 00 4)

平成17 年
(2 00 5)

平成18 年
(2 00 6)

会　長中園　静雄中園　静雄中園　静雄中園　静雄山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬

副会長佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司渡辺　正綱矢次　慶吾矢次　慶吾

副会長渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱矢次　慶吾外園　正久外園　正久

会　計(兼)渡辺正綱(兼)渡辺正綱(兼)渡辺正綱河野　尚之河野　尚之河野　尚之

会　計河野　尚之河野　尚之河野　尚之

事務局長吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳

書  紀山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬向野　茂向野　茂向野　茂

常任委員藤本　千之矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀

常任委員矢次　慶吾向野　茂向野　茂向野　茂外園　正久丸野　寿夫丸野　寿夫

常任委員向野　茂麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀河野　正巳河野　正巳河野　正巳

常任委員麻生　史紀外園　正久外園　正久外園　正久丸野　寿夫渡辺　一好

常任委員藤本　千之藤本　千之藤本　千之渡辺　輝幸渡辺　輝幸

常任委員

上町（ 信）渡辺　ミツル渡辺　ミツル渡辺　ミツル渡辺　ミツル渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸

渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　正綱渡辺　一好渡辺　一好

小菊町落合　ヤス子落合　ヤス子落合　ヤス子丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫

新町幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ

東新町渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純

〃大迫　国光大迫　国光大迫　国光大迫　十四子大迫　十四子大迫　十四子大迫　十四子

〃

横町・蛭子町中園　静雄中園　静雄中園　静雄中園　静雄中園　静雄國廣　喜一郎國廣　喜一郎

本町・西本町外園　正久外園　正久外園　正久外園　正久外園　正久外園　正久外園　正久

寺山麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀

常徳外園　ミツエ外園　ミツエ外園　ミツエ外園　ミツエ外園　晃外園　晃外園　晃

〃河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳

〃清永　文代清永　文代清永　文代清永　文代清永　文代清永　文代

〃池上　潔池上　潔池上　潔

中原矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　慶吾

〃藤本　千之藤本　千之藤本　千之藤本　千之藤本　千之

大塚吉松　君子吉松　君子吉松　君子吉松　君子吉松　君子吉松　君子吉松　君子

〃渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利

山本佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　孝司佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克

〃小川　春海小川　春海小川　春海小川　春海小川　春海小川　春海小川　春海

〃山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬

吉松枌　一民枌　一民枌　一民

深水奥永　修奥永　修奥永　修奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦

新洞向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂

沖権藤　哲彦権藤　哲彦権藤　哲彦権藤　哲彦権藤　哲彦権藤　哲彦権藤　哲彦

小坂川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守

野尻石川　陽一石川　陽一石川　陽一石川　勝美石川　勝美石川　勝美石川　勝美

副河野　尚之河野　尚之河野　尚之河野　尚之

〃尾山　政夫尾山　政夫尾山　政夫尾山　政夫

中津

河野　尚之河野　尚之河野　尚之
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平成19 年
(2 00 7)

平成2 0年
(2 008 )

平成2 1年
(20 09 )

平成22 年
(2 01 0)

平成2 3年
(2 01 1)

平成2 4年
(20 12 )

平成25 年
(20 13)

会　長山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬向野　茂

副会長矢次　慶吾河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳丸野　寿夫

副会長外園　正久吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳吉松　忠徳渡辺　輝幸

会　計渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好丸野　寿夫丸野　寿夫松本　順

会　計丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫南　耕治渡辺　和義

事務局長吉松　忠徳向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂南　耕治

書  紀向野　茂（兼）丸野寿夫（兼）丸野寿夫（兼）丸野寿夫（兼）丸野寿夫（兼）丸野寿夫

常任委員麻生　史紀河野　尚之河野　尚之渡辺　輝幸渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好

常任委員丸野　寿夫渡辺　輝幸渡辺　輝幸奥永　義彦渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　昌敏

常任委員河野　正巳奥永　義彦奥永　義彦渡辺　昌敏奥永　義彦奥永　義彦定行　宏和

常任委員河野　尚之渡辺　昌敏渡辺　昌敏定行　宏和渡辺　昌敏渡辺　昌敏奥永　義彦

常任委員渡辺　輝幸定行　宏和定行　宏和

常任委員

上町（信）渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸

渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好

小菊町丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫

新町幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　スエノ幡手　紳一幡手　紳一

東新町渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純渡辺　孝純

〃大迫　十四子大迫　十四子長尾　正子長尾　正子

〃渡辺　ツルヨ渡辺　ツルヨ

横町・蛭子町國廣　喜一郎國廣　喜一郎國廣　喜一郎國廣　喜一郎

本町・西本町外園　正久定行　宏和定行　宏和定行　宏和

寺山麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　史紀麻生　民子

常徳外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃

〃河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳河野　正巳

〃大久保　洋大久保　洋奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久

〃池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔

中原矢次　慶吾矢次　慶吾矢次　正俊矢次　正俊矢次　正俊矢次　正俊矢次　正俊

大塚吉松　君子吉松　君子松本　順松本　順松本　順松本　順

〃渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利渡来　秀利

山本佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克

〃小川　春海本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ

〃山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　裕敬山本　英利

深水奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦

新洞向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂

沖権藤　哲彦権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子

小坂川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守川面　田守

野尻石川　勝美石川　勝美石川　勝美

南　耕治南　耕治南　耕治

定行　宏和定行　宏和定行　宏和

副河野　尚之河野　尚之河野　尚之
南　耕治
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平成26 年
(2 014)

平成27年
(2 015)

平成28年
(20 16)

平成29年
(201 7)

平成3 0年
(2018 )

令和元年
( 2019)

会　長向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂

副会長丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸

副会長渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸香田　紀子香田　紀子香田　紀子

会　計松本　順松本　順松本　順松本　順松本　順松本　順

会　計渡辺　和義渡辺　和義渡辺　和義(兼)渡辺輝幸

事務局長南　耕治南　耕治南　耕治渡辺　和義渡辺　和義渡辺　和義

書  紀

常任委員渡辺　一好渡辺　昌敏渡辺　昌敏丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫

常任委員渡辺　昌敏奥永　義彦奥永　義彦瀬々　和義瀬々　和義瀬々　和義

常任委員定行　宏和香田　紀子香田　紀子牧本　和孝牧本　和孝牧本　和孝

常任委員奥永　義彦渡辺　重昭渡辺　重昭渡辺　重昭

常任委員松尾　由美子松尾　由美子後藤　啓一郎

常任委員松尾　由美子

上町（ 信）渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸渡辺　輝幸

渡辺　一好渡辺　一好渡辺　一好渡辺　重昭渡辺　重昭渡辺　重昭

小菊町丸野　寿夫丸野　寿夫丸野　寿夫牧本　和孝牧本　和孝牧本　和孝

新町幡手　紳一幡手　紳一幡手　紳一幡手　紳一幡手　紳一幡手　紳一

東新町渡辺　孝純時高　俊二時高　俊二時高　俊二外園　隆二外園　隆二

〃長尾　正子長尾　正子長尾　正子長尾　正子長尾　正子長尾　正子

〃渡辺　ツルヨ渡辺　ツルヨ渡辺　ツルヨ渡辺　ツルヨ二渡　乙香二渡　乙香

横町・蛭子町

本町・西本町

寺山麻生　民子麻生　民子麻生　民子麻生　民子麻生　民子麻生　民子

常徳外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃外園　晃

〃渡辺　和義渡辺　和義渡辺　和義渡辺　和義

〃奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久奥田　貞久

〃池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔池上　潔

中原矢次　正俊矢次　正俊矢次　正俊矢次　栄子矢次　栄子矢次　栄子

大塚松本　順松本　順松本　順松本　順松本　順松本　順

〃渡来　止男渡来　止男渡来　止男渡来　止男後藤　啓一郎後藤　啓一郎

山本佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克佐々木　昌克

〃本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ本　ミチエ

〃山本　英利山本　英利山本　英利中尾　辰子中尾　辰子

深水奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦奥永　義彦

新洞向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂向野　茂

沖権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子権藤　孝子

小坂川面　田守川面　田守川面　義則川面　美智子川面　美智子川面　美智子

東院内

瀬々　和義 定行　宏和瀬々　和義瀬々　和義瀬々　和義瀬々　和義

小林　聖 南　耕治南　耕治南　耕治小林　聖小林　聖

- 193 -

歴代総代一覧



鎌
倉
期
造
立
の
仏
像

勝
福
寺
の
御
本
尊
は
、
実
相
山
真
勝
寺
（
現･

真
宗

大
谷
派
四
日
市
別
院
）
の
御
本
尊
で
あ
っ
た
と
言
い
伝

え
ら
れ
て
い
る
。
な
ぜ
、
真
勝
寺
の
御
本
尊
で
あ
っ
た

も
の
が
勝
福
寺
に
来
て
い
る
の
か
そ
の
理
由
は
定
か
で

な
い
が
、
そ
こ
に
は
渡
邉
一
族
の
歴
史
が
深
く
関
係
し

て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

平
成
五
（
一
九
九
三
）
年
に
小
堀
仏
具
店
に
解
体
修

理
を
お
願
い
し
た
が
、
そ
の
時
明
ら
か
に
な
っ
た
胎
内

墨
書
に
よ
れ
ば
（
次
頁
写
真
①
）
、
勝
福
寺
の
御
本
尊

は
鎌
倉
時
代
の
建
治
元
（
一
二
七
五
）
年
に
造
ら
れ
て

い
る
。
建
治
元
年
は
、
四
日
市
の
地
に
真
勝
寺
が
ひ
ら

か
れ
た
時
代
よ
り
三
百
年
以
上
も
遡
っ
た
時
代
で
あ
る
。

ま
た
反
対
側
に
は
（
次
頁
写
真
②
）
違
う
筆
跡
で

「
本
師
尺
迦
○
佛

…
…

貞
治
五
年

…
…

佛
師

藤
原
信
長
…
…
」
と
墨
書
さ
れ
て
い
る
。
貞
治
五
（
一

三
六
六
）
年
は
南
北
朝
時
代
に
北
朝
方
が
使
っ
て
い
た

年
号
で
あ
る
。
こ
の
時
、
な
ん
ら
か
の
事
情
が
あ
っ
て

解
体
修
理
さ
れ
、
修
理
に
あ
た
っ
た｢

仏
師
藤
原
信
長｣

が
墨
書
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

渡
邉
一
族
が
崇
敬
し
て
き
た
本
尊

こ
の
「
建
治
元
年
」
と
「
貞
治
五
年
」
と
の
二
つ
の

墨
書
を
ど
う
読
み
解
け
ば
い
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
誌
に
お
い
て｢

勝
福
寺
縁
起｣

を
執
筆
し
た
渡
辺
浩

晃
氏
は
、

（
建
治
元
年
～
貞
治
五
年
と
い
う
年
代
は
）
渡
邉
氏
が

豊
前
国
・常
徳
に
来
住
す
る
以
前
、肥
前
国
・松
浦
平
戸

に
て
水
軍
と
し
て
活
躍
し
て
い
た
年
代
で
あ
り
、修
復
年

の
貞
治
五
（
一
三
六
六
）
年
は
渡
邉
氏
が
豊
前
国
常
徳
に

封
ぜ
ら
れ
た
年
と
一
致
し
て
い
る
。…
…
ま
た
造
仏
さ
れ

た
建
治
年
間
は
、大
元
帝
国
が
襲
来
し
た
い
わ
ゆ
る
元
寇

の
文
永
（
一
二
七
四
）
、弘
安
（
一
二
八
一
）
年
間
の
は
ざ

ま
の
時
期
で
あ
る
。文
永
の
役
に
お
い
て
松
浦
平
戸
氏
（
渡

邉
氏
）
は
当
主
が
肥
前
鷹
島
で
自
刃
す
る
程
の
壊
滅
的

被
害
を
被
っ
て
お
り
、ご
本
尊
は
一
族
郎
党
の
菩
提
を
弔

う
た
め
に
造
立
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。…
…
勝
福
寺
御

本
尊
は
七
百
四
十
余
年
の
渡
邉
氏
一
族
の
歴
史
を
じ
っ

と
見
守
っ
て
き
た
仏
様
な
の
で
あ
る
。

と
推
測
し
て
い
る
。

解
体
修
理

さ
て
、
こ
の
御
本
尊
の
痛
み
が
激
し
く
、
昭
和
六
十

三
（
一
九
八
八
）
年
に
本
堂
内
陣
の
彩
色
の
や
り
直
し

に
合
わ
せ
て
若
林
仏
具
店
に
修
理
を
依
頼
し
た
。
そ
の

と
き
修
復
の
仕
方
を｢

古
代
色
仕
上
げ｣

と
し
た
が
、
そ

の
意
味
を
、
私
は
、
原
型
に
忠
実
な
仕
上
が
り
と
思
い

込
ん
で
し
ま
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
出
来
あ
が
り
を
見
て

驚
い
た
。
御
本
尊
が
全
身
灰
色
と
な
っ
て
帰
っ
て
き
た

の
で
あ
る
。
（
三
頁
写
真
）

御
空
殿
に
安
置
し
礼
拝
す
る
が
、
外
陣
か
ら
仰
ぐ
御

本
尊
は
灰
色
の
塊
の
よ
う
で
、
な
ん
と
も
落
ち
着
け
な

い
。
そ
れ
で
平
成
五
年
に
、
今
一
度
修
復
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
し
た
。
今
度
は
本
格
的
に
と
い
う
こ
と
で
、

思
い
切
っ
て
解
体
修
理
し
て
も
ら
い
、
金
箔
を
施
し
た

う
え
で
、
時
間
の
経
過
に
よ
る
く
す
み
の
感
じ
が
で
る

よ
う
に
香
で
長
時
間
薫
じ
る
方
法
を
と
る
こ
と
に
な
っ

た
。そ

の
修
復
の
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の
が
、
先
に

あ
げ
た
胎
内
の
墨
書
で
あ
る
。
ま
っ
た
く
思
い
が
け
な

い
発
見
に
よ
り
、
こ
の
御
本
尊
が
真
勝
寺
を
遡
る
こ
と

三
百
年
の
歴
史
を
も
つ
こ
と
が
わ
か
っ
た
。
わ
か
っ
た

と
同
時
に
、
こ
の
御
本
尊
は
、
誰
が
、
ど
ん
な
願
い
で

も
っ
て
造
立
し
た
の
か
。
そ
し
て
、
い
か
な
る
因
縁
が

あ
っ
て
、
こ
の
四
日
市
に
辿
り
着
き
、
真
勝
寺
の
御
本

尊
と
な
っ
た
の
か
。
こ
の
御
本
尊
を
巡
る
謎
が
い
よ
い

よ
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
る
。
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胎内墨書①胎内墨書②下

修復前の本尊若林修復小堀修復

胎内墨書②上胎内墨書②中
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木地直し完了

解体（灰汁洗い終了 ）

写
真
に
よ
っ
て
修
復
過
程
を
た
ど
っ
て
み
ま
す

＊
小
堀
仏
具
店
提
供
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堅地木屑彫

堅 地 附

下 地 研
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塗 上

古色上 り

箔押完了

肩継箔押
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修復完了



平
成
に
入
り
、
経
済
的
な
理
由
や
地
理
的
な
理
由
で

墓
地
を
得
る
こ
と
が
難
し
い
人
や
、
後
継
者
が
故
郷
を

離
れ
墓
を
守
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
人
が
増
え
て
き

ま
し
た
。

こ
う
し
た
ご
門
徒
の
た
め
に
、
誰
も
が
入
れ
る
共
同

墓
を
造
っ
て
も
ら
え
な
い
か
、
と
い
う
声
が
あ
ち
こ
ち

か
ら
聞
こ
え
て
く
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

こ
う
し
た
願
い
に
応
え
て
、
平
成
二
十
四
（
二
〇
一

二
）
年
八
月
に
、
勝
福
寺
共
同
墓
「
倶
会
一
處
」
が
建

立
さ
れ
ま
し
た
。
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「
倶
会
一
處
」
と
は
、
人
間
は
一
人
ひ
と
り
違

う
業
を
生
き
て
い
る
た
め
に
、
一
つ
に
な
り
き

れ
な
い
悲
し
み
を
か
か
え
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
ん
な
私
た
ち
も
、
す
べ
て
の
い

の
ち
を
摂
取
し
て
や
ま
な
い
阿
弥
陀
仏
の
お
浄

土
に
往
生
す
る
な
ら
ば
、
バ
ラ
バ
ラ
で
生
き
る

悲
し
み
を
超
え
て
、
は
じ
め
て
一
つ
に
出
会
う

こ
と
が
で
き
ま
す
。

そ
う
し
た
歓
び
の
こ
も
っ
た
言
葉
が
「
倶
会

一
處
」
で
す
。

法名塔 墓標裏面

「
倶
會
一
處
」全
景

勝
福
寺
共
同
墓

倶
會
一
處

く

え

い

っ

し
ょ



「
倶
會
一
處
」
は
平
成
二
十
四
（
二
〇
一
二
）
年
八
月

か
ら
利
用
が
始
ま
り
、
令
和
元
（
二
〇
一
九
）
年
八
月

現
在
、
二
十
三
名
の
方
が
納
骨
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢

倶
會
一
處
」
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
宇
佐
市
よ
り

許
可
を
得
た
上
で
、
（
有
）
宇
佐
石
材
工
業
に
施
工
し

て
も
ら
い
ま
し
た
。

｢

倶
會
一
處｣

建
立
資
金
に
つ
い
て
は
、
土
地
取
得
代
、

登
記
代
、
墓
地
整
地
代
、
墓
碑
建
立
代
等
で
四
五
〇
万

円
か
か
り
ま
し
た
が
、
そ
の
経
費
は
勝
福
寺
会
計
で
ま

か
な
い
ま
し
た
。
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勝福寺共同墓「倶會一處」納骨規約

（墓地）

第一条 この規則に定める勝福寺共同墓「倶會一處」は、勝福寺が所有する宇佐市

大字四日市3165-5番地に設置した墓をいう。

（冥加金(みようがきん)）

第二条 納骨にあたっての冥加金は、一体につき15万円とする。

（維持管理費）

第三条 墓地の維持管理費は、一戸あたり年2000円とし、盆までに納める。

（法名塔）

第四条 法名塔に法名などを刻む費用は自己負担とする。（2015年現在、2万円）

（納骨方法）

第五条 お骨は墓碑内の瓶の中に合葬するものとする。

ただし、希望者は七回忌まで墓碑内の棚に安置することができる。

（清掃）

第六条 各自、墓参にあたっては清掃をこころがける。

【附則】この規約を利用者ごとに二通作り、一通を勝福寺が、もう一通を利用者

が持つこととする。

年 月 日

響流山勝福寺 住職 印

「倶會一處」利用者 印



「
勝
福
寺
庫
裏
・
台
所
玄
関
改
修
」
趣
意
書

清
秋
の
候
、
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
益
々
ご
健
勝

の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
た
び
勝
福
寺
総
代
会
に
お
い
て
話
し
合

い
を
行
っ
た
結
果
、
庫
裏
の
台
所
と
玄
関
の
改
修
を
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
つ
い
て
は
門
信
徒
の
皆
様

の
ご
賛
同
を
い
た
だ
き
た
く
、
趣
意
書
を
お
届
け
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

現
在
の
台
所
、
玄
関
は
昭
和
四
十
六
年
に
親
鸞
聖
人

七
百
回
御
遠
忌
の
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
改
築
さ
れ

た
も
の
で
す
。
そ
の
当
時
に
お
い
て
は
、
か
ま
ど
か
ら

ガ
ス
釜
へ
、
井
戸
か
ら
水
道
へ
と
、
画
期
的
な
台
所
だ
っ

た
こ
と
で
し
ょ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
四
十
三
年
た

ち
、
今
で
は
水
道
管
を
は
じ
め
諸
設
備
は
古
く
な
り
、

段
差
の
多
い
台
所
は
年
老
い
た
者
に
は
使
い
に
く
い
も

の
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

人
々
の
心
の
荒
廃
が
歎
か
れ
て
い
る
現
在
、
門
信
徒

の
心
の
拠
り
所
と
し
て
お
寺
を
大
切
に
し
て
い
か
ね
ば

な
ら
ぬ
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
も
、
報
恩
講
で
の

お
斎
づ
く
り
や
婦
人
会
・
子
ど
も
会
活
動
が
や
り
や
す

い
よ
う
に
、
土
間
を
な
く
し
て
台
所
と
玄
関
を
ワ
ン
・

フ
ロ
ア
ー
に
改
修
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

出
費
多
端
の
と
こ
ろ
ま
こ
と
に
申
し
訳
ご
ざ
い
ま
せ

ん
が
、
趣
旨
を
お
く
み
と
り
の
う
え
、
是
非
と
も
ご
協

力
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

記

一
、
名
称

勝
福
寺
庫
裏
・
台
所
玄
関
改
修
工
事

一
、
施
工
業
者

宇
佐
産
業
株
式
会
社

一
、
総
費
用

五
百
万
円

一
、
費
用
負
担

勝
福
寺

二
百
万
円

門
信
徒

三
百
万
円

一
、
募
財
額

一
口
五
千
円

で
き
れ
ば
三
口
以
上

（
門
徒
平
均
一
万
五
千
円
）

一
、
募
財
期
間

平
成
二
十
六
年
十
二
月
十
五
日
ま
で

平
成
二
十
六
年
十
月
十
五
日

勝
福
寺
住
職

藤
谷
知
道

勝
福
寺
総
代
長

向
野

茂

他

総
代
一
同

門
信
徒
各
位
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長
い
こ
と
、報
恩
講
の
お
斎
造
り
は
、
台
所
と

土
間
を
上
が
っ
た
り
、降
り
た
り
し
て
や
っ
て

き
ま
し
た
が
、足
腰
の
弱
っ
た
年
寄
り
に
は
大

変
で
し
た
。そ
こ
で
平
成
二
十
六
年
に
、台
所

と
玄
関
の
改
修
工
事
を
行
い
、土
間
を
廃
し

て
ワ
ン
フ
ロ
ア
ー
の
台
所
に
し
ま
し
た
。

庫
裏
の
台
所
並
び
に
玄
関
改
修
工
事

旧台所
旧玄関



「
庫
裏
の
台
所
・
玄
関
改
修
工
事
」
完
了
報
告

厳
寒
の
候
、
皆
さ
ま
方
に
は
お
変
わ
り
な
く
お
過
ご

し
の
こ
と
と
拝
察
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
先
日
、
皆
さ
ま
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま

し
た
「
勝
福
寺
庫
裏
・
台
所
玄
関
改
修
」
は
、
十
二
月

二
十
六
日
に
開
か
れ
た
臨
時
総
代
会
に
お
い
て
、
改
修

工
事
の
出
来
栄
え
を
確
認
し
た
う
え
で
、
全
会
一
致
で
、

改
修
事
業
の
収
支
決
算
書
を
承
認
い
た
し
ま
し
た
の
で
、

こ
こ
に
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
収
支
の
概
要
で
す
が
、
「
勝
福
寺
庫
裏
・
台

所
玄
関
改
修
」
の
た
め
の
御
懇
志
は
、
百
九
十
九
人
の

方
が
御
依
頼
に
応
え
て
く
だ
さ
り
、
三
百
十
三
万
円
の

御
懇
志
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

次
に
、
改
修
工
事
に
つ
い
て
で
す
が
、
宇
佐
産
業
株

式
会
社
の
ご
尽
力
に
よ
っ
て
、
十
月
二
十
七
日
に
着
工

し
、
十
二
月
十
八
日
に
無
事
竣
工
す
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
下
に
写
真
を
載
せ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご
覧
く

だ
さ
い
。

工
事
費
に
つ
い
て
は
、
追
加
工
事
も
あ
っ
て
、
予
定

を
五
十
万
円
ほ
ど
超
え
た
五
百
五
十
万
円
と
な
り
ま
し

た
。
支
払
い
に
は
、
予
定
額
を
十
三
万
円
ほ
ど
超
え
た

御
懇
志
の
三
百
十
三
万
円
と
、
勝
福
寺
か
ら
の
二
百
三

十
七
万
円
を
充
当
い
た
し
ま
し
た
。

以
上
が
収
支
決
算
の
概
要
で
す
。
詳
し
い
こ
と
は
裏

面
に
載
せ
た
収
支
決
算
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
の
「
勝
福
寺
庫

裏
・
台
所
玄
関
改
修
」
の
趣
旨
に
ご
理
解
く
だ
さ
り
、

厳
し
い
家
計
を
や
り
く
り
し
て
御
懇
志
を
お
寄
せ
下
さ

い
ま
し
た
門
信
徒
の
皆
さ
ま
に
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上

げ
ま
す
。

こ
れ
か
ら
は
、
便
利
に
な
っ
た
台
所
・
玄
関
を
精
一

杯
使
っ
て
、
報
恩
講
で
の
お
斎
作
り
や
、
婦
人
会
、
子

ど
も
会
活
動
に
励
ん
で
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

二
〇
一
四
年
十
二
月
二
十
八
日

勝
福
寺
住
職

藤
谷
知
道

総
代
長

向
野

茂

総
代

一
同

各

位
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景 改
修
な
っ
た
台
所
を

使
っ
て｢

か
は
づ
の
会｣

の
サ
ロ
ン
活
動

新玄関

新台所 ガス釜・調理台



修正会 元旦 阿弥陀如来にお参りし、新しい一年をいただくとともに、聞法の歩みを誓います。

報恩講 1月末の金・土・日
親鸞聖人のご命日にあたり、阿弥陀さまと親鸞聖人へのご恩報謝の法要を営みます。　　初日
＝昼席・夜席法話　　　二日目＝お斎・昼席・夜席法話　(時々イベント）　
三日目＝お斎・昼席法話

在家報恩講 2月
各家庭のお内仏には阿弥陀さまを安置しています。その阿弥陀さまに御恩報謝のお参りをし
ます。

勿忘の鐘をつく集い 3月11日
東日本大震災で亡くなった多くのいのちを悼み、原発事故により今も苦しむ人々のことを念じ
て｢忘れなの鐘｣を撞きます。

春季彼岸会・降誕会 4月初旬の2日間 春の彼岸会では、お釈迦さまの誕生をお祝いする降誕会を兼ねて勤めます。

盂蘭盆会 8月
8月に入ったら順にご先祖のご恩報謝のお参りをします。　お盆最中は初盆のお家のお参りを
します。

平和の鐘を撞く集い 8月15日
親鸞聖人の「世の中安穏なれ、仏法ひろまれ」のお言葉を受けて、終戦記念日の11時30分
に読経・焼香のあと、正午より｢平和な世」を願い東別院の梵鐘を撞きます。

秋季彼岸会・永代経 9月末の2日間
仏徳と仏国土をたたえる彼岸会の法要ならびに先祖へのご恩報謝の法要です。
この一年間の物故者の追悼法要もします。

総代会 毎年9月に実施 各地区の門徒の代表が、勝福寺から提案された議案を審議します。

仏教婦人会
「かはづの会」

通年

①報謝の日　…　本堂や庭の清掃活動
②総会並びに研修会
③彼岸会でのお斎作りやバザー協力
④戦争ホーキ・いのちの栞作り
⑤イキイキかはづの会活動（料理教室など）　
⑥子供会の手伝い

たんぽぽ子ども会
冬休み・春休み

夏休みの年3回

門信徒の子弟を対象に、平成10年から年3回を基本として実施しており、回数も５4回を数え

ます。

｢ひびき｣発行 1月、4月、7月、10月 年4回発行

御名を聞く会
毎月28日
午後1時半

親鸞聖人のご命日にあたる28日に、おもに住職と坊守が法話をさせていただきます。
御遠忌に向けて「お待ち受け聞法会」を実施中のため、現在、休止中。

はじめの一歩 毎月1回
自由な語らいの中で仏教にふれる入門講座。
御遠忌に向けて「お待ち受け聞法会」を実施中のため、現在、休止中。

汝自当知の会 月に1度
有志の者での自主学習会
お聖教の学習、本の輪読、座談など

研修旅行 隔年で実施
当初は婦人会の研修旅行として行ってきたが、平成24年以降は婦人会員だけでなく勝福寺
全体に呼びかけて行っています。

勝福寺年間行事　並びに　諸活動
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